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サー (1899―1950) は筆舌に尽くしがたい辛酸をなめて来た｡ この頃の彼女
の書簡の随所にそれを読み取ることができる｡ 1935年にいわゆる ｢アーリア
人｣ のヴィルヘルム・ホフマンと結婚したが､ 同年９月のいわゆる ｢ニュル
ンベルク法｣ によって､ 彼女自身が､ ４人の祖父母のうち父方の祖父母が
｢完全ユダヤ人｣ (      ) ということで､ ｢半ユダヤ人｣ (      ) とし
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て ｢第一級混血児｣ (       Ⅰ) との判定を受け､ 執筆禁止処分となった｡
しかし､ この関連でのランゲッサーの心労は､ これに留まるものではなかっ
た｡
ランゲッサーには､ ホフマンとの正式な結婚の前に､ ある ｢完全ユダヤ人｣
の科学者との間にもうけた娘コルデーリア (1929年生れ) がいた｡ コルデー
リアのユダヤ人率は四分の三で､ ｢ニュルンベルク法｣ によれば ｢完全ユダ









ちは ｢第二級混血児｣ (       Ⅱ) としてドイツ人として育てることがで









印』１) を書き続け､ 1947年に刊行して､ ドイツ文学界で多大なる反響を呼ん
だ｡
この主著を書き継ぎながら､ 同時に1946年から47年にかけてランゲッサー
は､ ワイマール共和国､ ナチ時代､ そして第二次大戦直後を生きた人々の悲
惨と苦悩の姿を18の短篇と２つの詩にまとめ､ 『トルソ』 (1947年) という題
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名で刊行した｡２) ｢トルソ｣ とは ｢首と手足を欠いた彫像｣ の意だが､ この
表題からしてすでにこの時代の人々のトルソ的状態､ 明確な個性を表わす顔
と､ 動作や振舞いの源を表象させる手足をもぎ取られた状態を示唆している｡
ランゲッサーのこの頃の書簡には､ この 『トルソ』 についての自注的解説が











バラバラに分けてはいけません｡ つまり､ その構成は論理的ではなく､ ま
してや編年体でもなく､ 音楽的だからです｡ 私はこの作品の中にはすべて
が､ つまり､ 恐怖が､ 驚愕が､ 狂気が､ グロテスクさが､ しかしまた､ 小
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以下本論では､ 従来は全篇がまとめて論じられることがほとんど無かった
短篇集 『トルソ』 について､ 全18篇の作品を並べられている順序で詳細に解
読し､ 考察の対象とすることを主眼とし､ 併せてそれらが一体として､ ラン
ゲッサー言うところの ｢音楽的構成｣ の達成となっているかどうかも検討し
たい｡
１. Ballade vom Menschen dieser Zeit
この 『トルソ』 の劈頭に置かれた詩は､ 第二次大戦の終了間際と直後のナ
チス・ドイツのさまざまな映像に､ モーゼ､ アキレス､ ヘクトールといった
古代ユダヤ・ギリシアの形象が織り交ぜられた詩行の最後に､ ファティマの
マリアとその子イエスが姿を現わす｡ 聖マリアのとりなしに対してイエスは








いる｡ ｢この最後のひどい破局｣ という表現や､ 内臓にこうむったハバクク
の損害がただ ｢爆風による｣ (314) と表現されていることのみが戦争を暗示
するばかりである｡ この三人が､ ｢進歩的な人間であり､ それが今や剥き出
しの端緒に投げ返されている｣ (316) ジョニーの発明品である ｢犂の水平刃｣























となった｣ (320) これが最後から二番目の文で､ 最末尾は ｢この日は1941年






した｡ これに英仏が応じ､ 第二次世界大戦の幕が切って落とされた｡ 翌40年







































５. Die Sippe auf dem Berg und im Tal
語り手の ｢私｣ は女性で､ 彼女は1943年に連合軍の空襲を逃れて､ ベルリ
ンからヘッセン州の小都市アメーネブルクへ子どもたちを疎開させることに
なる｡ そこは夫の父親の出身地で､ そこにはその義父の幼い頃の写真が残っ









いう密かな願いをもっていたのだ｡ 事実､ ｢私｣ はそこで夢のような秋の一
日を過ごすこととなった｡ かつて世界中を経巡り､ 労働司祭として働いた過
去をもつ神父と､ ワインを飲みながら罪､ 希望､ 未来､ 贖罪､ 最後の審判な
どといったさまざまなことを語り合った｡ そんな対話の中で､ ｢私｣ は突然､
義父の幼時の写真と目の前の神父との類似性に気づいた｡ 神父の眼差しと貴
族のような態度は､ まさにあの写真の子どものものだと｡
それから ｢私｣ は神父の示唆によって､ フルダ近郊で農場と食料品店を経
営している従兄のアルバン・クラインの所に行く｡ アルバンは人が何を言っ
ても ｢それは私の責任だ｣ (328) と言う｡ 何故かと彼の奥さんに訊くと､ 彼
女は ｢1932年に誤った選択をしたからだ｣ (329) と答える｡ ちょうどその時､
空襲の飛行機が飛来してきたが､ それに向かって彼は ｢責任は私だけにある｣
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(329) と言いながら両腕を曲げ､ こぶしで胸を連打するのであった｡ ここで






この作品では､ 激しくなった空襲を避け､ 疎開先のリーゼンゲビルゲ､ オー
バーシュレージエン､ ライヒェンバッハに送られることになった擬人化され
た三つのトランクに仮託して､ それらのトランクの所有者とその中味との辿
る運命が語られる｡ その際､ この物語の全幅を領しているのは､ 第二次大戦
中のナチス・ドイツの諸状況と､ そこに住まう人々を見舞うさまざまな運命
である｡
リーゼンゲビルゲへ疎開する ｢         ｣ (330) というあだ名のトラ



































て､ ｢ここにゴルトマンという名のユダヤ女性が隠れているか｣ と訊く｡ こ
の切羽詰った瞬間にユダヤ女性が進み出て､ いとも冷静な声で ｢はい､ 私で
す｡ 私は庭を通って勝手口からこの家に忍び込んだのです､ この家は空家だ






















彼女は ｢それが何かはうまく言えないのだけど､ ママ (と彼女は私の友達の







ルロッテンブルク駅で汽車に乗っているのを ｢私｣ は見たが､ あの郷愁に泣
きぬれて､ 脱走を繰り返していたリュディアのおもかげはどこにもなく､ 他
の大勢の少女たちと歌を歌っていたのだ｡ 遠ざかりゆく汽車を見送りながら､






ンブルクに出現せしめ､ その近くに住んでいるらしい ｢私｣ という ｢座標｣
と一瞬だけ交差させ､ 明るい雰囲気を感じさせて物語を終わっている｡15)
９. Der Erstkommuniontag



























10. Jetzt geht die Welt unter
またしてもベルリンの､ 老人と女子どもだけの家が舞台で､ ベルリンは連
日の爆撃にさらされている｡ ｢ケペニック駅は国民突撃隊がロシア人から再









防空壕に入る｡ 翌朝､ 皆が家に入ってみると､ 犬はついに姿を消していた｡
防空壕に入る前に確かに部屋のドアは閉めて行ったのに､ と皆は不思議に思










卒の内的独白とが交互するという､ 本 『トルソ』 にいくつか見られる構成に
なっている｡




卒は､ あるいはブーヘンヴァルト強制収容所､ あるいは ｢白バラ運動｣ のショ
ル兄妹､ あるいはポーランドの絶滅収容所アウシュヴィッツのことだと思う












地方のかつてのお城に､ 語り手の ｢私｣ が知人の男性を訪ねて､ その男性を
庭のベンチで待っている間に隣に座ったある女性の患者の独り言を､ 開封さ
れてそこに置いてあった手紙を読むというふうに聞いてしまう､ という状況
設定を用いている｡ 全体の三分の二位の分量が､ この ｢年老いてもいず､ 若










に､ 民間の法律顧問となって､ 一家はケルン､ ハンブルク､ ケーニヒスベル



























ぱいにして､ さらに木桶の底深く探ると､ 両手は褐色の､ 粘つく､ 臭い汚物
で満たされた｡ これは､ 収容所を去る前に誰かが木桶に排出した糞便なのだっ
た｡ 婦人は ｢これで私の不運の舛はいっぱいとなった｣､ ｢何という不運な人
生だろう！｣ (366) と何度も叫び声を上げるのだった｡
以上が本来の物語であるが､ 語り手の ｢私｣ はちょうどその場に姿を現わ
した神経症を患う知人の男性ともども婦人の叫びに呼応して叫び､ それを制
止しようとした看護婦に三人で殴りかかったのだった｡ ここでも作者は ｢私｣
の内面の動きを描かず､ 恐らく ｢私｣ が婦人のあまりにも悲惨な人生に心か
ら同情し､ ともに叫ばざるを得なかったことが推察される｡ この婦人の叫び
｢何と不運な人生だろう！｣ は､ 短編集 『トルソ』 全体の叫びであり､ 婦人
の掴んだ糞便に従来の市民世界の没落が凝縮されている｡21)
13. Der Friede Gottes
語りの現在は1946年の夏だが､ 物語の現在は1945年夏のことである｡ その
1945年夏､ 瓦礫の街の中をある家､ ある人間を捜して回る夫婦｡ やっと捜し
当てたその家は残っていて､ 夫は外出から帰ってきた男と､ この男が果すべ
き任務について話し合う｡ 妻はそこに眠るその男の叔父さんの読みさしてい
る聖書の ｢フィリピ人への手紙｣ を読む｡ 以上が出来事だけの梗概である｡
この作品には特に暗示的方法が多用されていて､ 解釈に窮する個所が多い｡
例えば､ 夫婦が探し当てた男の ｢任務｣ の内容が判然としないし､ 男からも
らった手紙をハンブルクへ帰る途中で夫が投げすてるだろうと､ 妻が推測し
ているが､ それが何の手紙で､ なぜ投げ捨てるのかも解らない｡ 妻の視点で
は､ 夫は男からお金､ マーガリン等の配給券､ 煙草などをもらえるかどうか
と心配しているが､ 当時のドイツにおける食糧事情の悪さはよく知られてい












































き声を発する｡ そのとき､ 部屋の中で夫の松葉杖が床にガタンと倒れる｡ す
ぐにそれを拾おうとする妻を制し､ 夫はこれを良い義肢を入手できる兆候だ
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技術の権化のような人物という設定である｡ 彼の神父としての仕事である魂


















17. Hier war die Zeit vorbei
語り手の ｢私｣ が､ アブサロムという旧約聖書のダヴィデの息子に由来す
るあだ名の友人の誘いに乗って､ コンクリートとガラス張りで出来たある高
層建築の役所に､ そこで働く速記タイピストを見るために一緒に出かけてい
く｡ ６階の廊下に置かれた長椅子に座って､ ｢私｣ はアブサロムのその女友
達との愚痴話を聞きながら､ 件のタイピストや窓外の眺望に目を向けたりし
ていると､ 突然､ 激しい衝撃のようなものが ｢私｣ を襲ったとみるや､ 両側
を二人の女性に担われた偶像のような不思議なものが廊下をこちらに進んで
くる｡ よく見ると､ 干乾びた腕をもった百歳位の老婆であった｡ 筆舌に尽く
し難いショックを受けた ｢私｣ は､ こんなことはあり得ない､ と呟く｡ そし
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て､ この偶像とそれを担う二人の女性からなる ｢建造物｣ は完璧に仕上がっ
ていて､ これより良いものも美しいものもなく､ もはや計測することも変更
することも不可能で､ 日時計でも砂時計でもなく､ ｢ここではただ時そのも
のが通り過ぎたのだ｣ (390) と ｢私｣ は思うのである｡
｢私｣ の見たこの光景ははたして現実のものか､ あるいは幻想なのか読者
には判別がつかないように､ この中心となるイメージは描かれている｡ 干乾




いつか自分は処刑されると､ 1922年に信じ込んだ ｢私｣ が精神科の医者に
向かって話している､ という構成である｡ 全篇この ｢私｣ の独白的語りで終
始している｡
1922年という年を概観してみると､ ラーテナウが外相に就任し､ ６月24日







と感じ､ 安息を得るようになる｡ それ以来､ ｢私｣ は結婚､ 息子の誕生､ 社
会主義者の夫とその活動に同調する自分という､ 1922年から33年までのもっ
とも良かった生活を経験した｡ しかし､ それから以後は嘘が始まった｡ ほと
んどの同僚が変節したが､ 理想主義者の夫は否と言った｡ 彼は､ まず解雇さ
れ､ スパイされ､ 身の破滅をもたらすような手紙のやり取りなどで摘発され､
監獄から強制収容所に送られ､ 反逆罪で訴えられた｡ その後は ｢私｣ が夫の
跡を継いで､ 非合法活動を続け､ ｢私｣ も嘘をつくようになった｡ 息子がちょ
うどスターリングラード攻囲戦で戦死した頃､ ｢私｣ もパクられ､ 夫も獄中
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で死んだ｡ ｢私｣ は幸いにもうっかりミスかどうかは判らないが､ 釈放され
てしまった｡
戦争が終わって生活はうまく運びそうだったが､ もはや例の一体感が消失
しており､ すべてに不安を感ずるようになった｡ そんなとき､ 突然また羊の
群れの通り過ぎる音が聞こえ､ この ｢私｣ の部屋ばかりか､ ｢私｣ の胸､ ｢私｣
の全人生を満たしているあの ｢老人｣ と一体になっているという感じが訪れ
るようになったのだ｡ ｢先生､ 真夏の最中に私と一緒に呼吸しているこの老
人は､ 一体誰なのでしょうか｡ それは人生でしょうか､ 運命､ もしくは私自
身なのでしょうか｡｣ (395) と ｢私｣ が医者に問うて､ この作品は終わる｡
この幻聴として表われている羊群のひづめの音と一人の老人の息遣い､ そ














通称 ｢ナーポラ｣ の教師クルトが見た話として､ ｢歓喜力行団｣ の秘書で彼
に恋しているメンテが語り手の ｢私｣ に語ってくれたのである｡ その話によ
ると､ クルトは自分は総統の家来として結局は総統がこの現象になんと言わ












従順な彼女は ｢ひよこ｣ たちの世話をしながら､ ｢そんなことはこの頃では
あちこちで耳にしますよ｡｣ と答えて､ ｢エルサレムよ､ ああエルサレムよ  ｣
(400) と言葉を継いだ｡ これはマタイ福音書第23章37～39節で､ イエスがエ
ルサレムに擬人的に語りかける場面である｡
｢エルサレム､ エルサレム､ 預言者たちを殺し､ 自分に遣わされた人々
を石で打ち殺す者よ､ めん鳥が雛を羽の下に集めるように､ わたしはお前
の子らを何度集めようとしたことか｡ だが､ お前たちは応じようとしなかっ
た｡ 見よ､ お前たちの家は見捨てられて荒れ果てる｡ 言っておくが､ お前







この作品も､ ナチのエリート養成機関 ｢ナーポラ｣､ 労働組合に代わる労
働戦線の娯楽組織 ｢歓喜力行団｣､ 幻の新兵器 ｢Ｖ１､ Ｖ２｣ のこと､ なら
びに労働徴用されたポーランド人といったナチス・ドイツを即座に表象させ
る記号をちりばめて､ この時代を彷彿とさせる狙いもあるのだろうが､ ラン





『トルソ』 の掉尾を飾る詩 ｢神を懼れよ｣ では､ 神を懼れる者は最後の審
判を喜びをもって迎えることができるという内容の詩句で締めくくられてい
る｡ これは､ 最後の短篇 『        』 の末尾に置かれた修道女エメレンティ
アの物語に直結している｡33)
おわりに
以上､ 本短篇集 『トルソ』 の18の短篇と2つの詩を詳細に解読し､ 考察し
てきた｡ 確かに 『トルソ』 にはランゲッサー言うところの ｢すべてが､ つま
り､ 恐怖が､ 驚愕が､ 狂気が､ グロテスクが｣､ 小さな女の子の ｢無邪気さ
が｣､ そして若い娘の ｢忠誠心と優しさが｣ あった｡ しかし､ 『トルソ』 が
｢編年体的｣､ ｢論理的｣ 構成ではなく､ ｢音楽的｣ 構成をもっているという作
者の意図については､ それが達成されているかどうかの判断を下すのは困難
だ｡ そもそも ｢音楽的｣ 構成をどのように解するかが問題である｡ 戦後の人




とはいえ､ この短篇集 『トルソ』 の中には､ 戦争への序曲､ 空襲､ 疎開､
強制労働､ ソ連軍の侵攻､ 東方占領地からの逃亡､ 反ユダヤ主義の日常化と
猛威をふるうホロコースト､ 終戦直後の瓦礫の街とそこを彷徨う人々､ といっ
たナチス・ドイツの悲劇の状況のすべてが統一的な視点で描かれているので






※ 短篇集 『トルソ』 のドイツ語テキストは､ 次のものを用いた｡                                                (            )     
なお､ １から20までの番号を付した本文の論述に対する本テキストの該当ページについては､ そ
れぞの論述の末尾に注を付した｡ ただし､ テキストの直接引用は､ その引用部分の末尾にページ数
を表わす数字を ( ) に入れて示した｡
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